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三島市成年後見支援センター
～受任者調整について～

三島市・三島市社会福祉協議会

肥後 恵子・遠藤 智也

令和4年5月27日（金）

第158回 市町村職員を対象とするセミナー
分科会③「権利擁護支援チームの形成（受任者調整）の実践報告」



2 三島市の概要
令和４年４月１日現在

三島市の人口 １０７,９２３人

高齢者の人口 ３２,３９６人（高齢化率30.0％）



センター開設までの経緯

 平成29年10月 権利擁護相談会開始（リーガルサポート）

 平成29年10月 社会福祉協議会法人後見受任開始

成年後見運営委員会設置※1･･･法人後見受任協議

 平成30年 2月 成年後見ネットワーク勉強会

 平成31年 4月 三島市成年後見支援センター立ち上げ準備委員会※2

（後のコーディネート委員会）

 令和元年 ６月 「三島市成年後見制度利用促進基本計画」（単独型）を策定

 令和元年10月 「三島市成年後見支援センター」 開設

委託先：三島市社会福祉協議会

※1弁護士、医師等

※2弁護士、司法書士、社会福祉士
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三島市成年後見支援センターの運営体制

１ 運営事務局

２ コーディネート委員会

３ 成年後見制度利用促進連携協議会



三島市成年後見支援センターの運営体制
１ 運営事務局

センター職員

社会福祉士 有資格者３名

（社会福祉協議会職員が兼務）

毎月第２金曜日 ２時間 新規ケース及び継続ケースを審議

★コーディネート委員会へ諮る 新規ケース 平均5件／回

継続ケース 平均15件／回

相談受付票・本人情報シートを使用
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三島市成年後見支援センターの運営体制
２ コーディネート委員会

①申立ての必要性の検討

②申立人の検討

③成年後見人等候補者の検討

④市民後見人候補者名簿登録の選考

⑤その他 リレー方式の検討等

委員7名＋関係所管課

（弁護士、司法書士、社会福祉士、精神保健福祉士、行政書士

高齢・障がい部門の市長申立て担当職員2名） ＋生活保護担当者等
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成年後見制度
ありきではありません。

課題の交通整理

（毎月第２金曜日開催 ２時間）



三島市成年後見支援センターの運営体制
３ 成年後見制度利用促進連携協議会

役割：センターの適正な運営を確保する機関 開催：年に一度

①各団体の取り組み状況の報告と役割の明確化

②センターの事業報告の確認と事業方針への助言

③センターの専門委員会の運営状況の確認

出席依頼先①静岡県弁護士会沼津支部、②リーガルサポート静岡支部、③ぱあとなあ静岡、④三島市医
師会、⑤コスモス成年後見サポートセンター静岡支部、⑥静岡県社会保険労務士三島支部、⑦市内金融機
関、⑧静岡県精神保健福祉士協会、⑨三島市自治会連合会、⑩三島市民生委員・児童委員協議会、⑪三
島市内地域包括支援センター、⑫三島市介護支援専門員連絡協議会、⑬三島市障がいと暮らしを支える
協議会、⑭三島市社会福祉協議会法人後見運営委員会、⑮三島市、⑯三島市社会福祉協議会
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三島市成年後見支援センターの運営体制
３ 成年後見制度利用促進連携協議会8
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三島市成年後見支援センターの機能

 １ 広報機能

 ２ 相談機能

 ３ 成年後見制度利用促進機能

 ４ 後見人支援機能



１ 広報機能

周りの人の気づきを向上させ、成年後見制度の利用が必要な人
の早期発見につなげるために、判断能力の低下に伴って発生する
問題や成年後見制度のメリット等を周知。また、制度の正しい理解
を促し、本当に必要な方に届くように広報啓発。

【現在の活動】

〇講演会、研修会、出前講座の実施

〇ホームページ作成・リーフレット配布、社協だよりにて周知

〇地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、相談支援事業所、

金融機関等に相談窓口を周知

〇YouTube動画作成
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２ 相談機能

相談しやすい環境を整備するために、職員が対応する成年後見制度

に関する相談窓口を常設するとともに、専門職団体に協力を依頼し、専
門職による相談窓口も定期的に開催。

【現在の活動】

〇一般相談窓口（中核機関職員対応）

〇専門相談窓口（専門職対応）月に一度

〇センター職員の会議等への出席・助言
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３ 成年後見制度利用促進機能

【現在の活動】

① 成年後見人等候補者及びマッチング、後見人等の支援内容の検討

（コーディネート委員会での検討、ケース会議への参加）

② 申立手続の説明や書類の収集方法等の助言（親族後見人、市民後見人等）

③ 担い手育成（市民後見人養成研修の適宜開催）

④ チーム支援（関係機関に後見人等の役割を明確化し、チームで役割分担を行う）

⑤ 地域連携ネットワークの連携促進（発見、連携）
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〇利用者がメリットを実感できる後見人等の選任
〇候補者のイメージを家庭裁判所と共有



３ 成年後見制度利用促進機能

価値観シートとは？

●マッチングの際に活用

●本人の希望を大切に

●希望にそった候補者選び
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受任者調整≒婚活のマッチング

似ているのかも



３ 成年後見制度利用促進機能

（1）マッチング依頼

（2）マッチング

①候補者が推薦される。

②支援者（ケアマネ、包括等）に候補者の日程をお伝えし、日程調整を行う。

③対象者と支援者、候補者、センター職員で面談。

④支援者は、候補者が席を外したあとに話しを伺い、センター職員に報告。

※認知症等の状態により、直後もしくは数日後に聴き取り。
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弁護士会、リーガルサポート静岡支部、ぱあとなあ静岡、
クローバー（静岡県精神保健福祉士協会）、コスモス
成年後見サポートセンター

関係者団体



３ 成年後見制度利用促進機能

（3）家裁への報告

申立書の候補者欄に候補者の氏名を記載。

また、添付する報告書についてもマッチング時の様子を記載。

（4）家裁・調査官との面接

裁判所若しくは対象者自宅にて調査官との面接。

※対象者、支援者（ケアマネ、包括等）、候補者、センター職員、調査官と

の面接の日程調整。
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４ 後見人支援機能

【現在の活動】

〇チームづくり（ケース会議の参加、召集）

〇チーム支援からの相談を検討（コーディネート委員会）

〇相談（専門職・親族・市民後見人等）

〇専門職以外の後見人等の状況把握と意見交換会の開催

〇親族後見人支援（相談、集まりの場、勉強会実施）

〇市民後見人支援（相談、集まりの場、勉強会実施）
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スローガン 「後見人を1人ぼっちにしない」

後見人等が一人で悩みを抱えないようにするために、チーム支援を行っていくとともに、気
軽に相談できる環境や仲間づくりを行っています。また、本人の判断能力に変化があった場
合など、適切な支援を継続できるように、チーム支援からモニタリングを実施。



課題・今後の見通しについて
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⚫ 申立て費用及び後見報酬

⚫ 受任者の担い手不足

⚫ 中核機関及び法人後見業務の負担増

⚫ 後見人等が就任するまでの支援


